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研修目的
　本研修は，茨城県衛生部主催により，県内の医療
機関に勤務している看護職員を海外に派遣し医療施
設や福祉施設を視察しながら，交流，親善を図る．
他国の看護，医療事情を学び，今後の看護サービス
の在り方を考え，実践できる看護i職員を育成するこ
とを目的としており参加した．参加者は12名で平
成11年10月5日から11日間の日程で，カナダ・
アメリカの2ケ国を訪問し研修を受けたので報告す
る．
研修内容　現状
　1）カナダに於ける医療事情について
　医療供給体制についての責任は各州政府に委ねら
れている．現在は，特に病床の削減と病院の適正配
置が検討されており設置計画が見直しの方向にある
のが現状である．
　州民すべて医療保険対象で，どこの病院でも医療
は受けられ個人負担はないが，一部保険外は規定が
ある．税金の占める割合は高いが，65才以上は老
齢年金があり1日500ドルの支給がされ老後の暮し
は恵まれている．
　病院，施設においては，それぞれの規模，目的に
より年間予算が決められており追加予算はできない
為にその範囲内で医療，サ・一一・一ビスを提供する様強い
られ，経営管理能力が要求される．又，オンライン
システムにより，行った医療行為は直接コード番号
を入力すると州政府とつながっており，審査，査定
され管理されている．ヘルスケアにおいても継続的
ケアを利用する者は，連携したシステムにより適切
なレベルのケア提供が受けられるとのことである．
　2）看護事情について
　高齢者に質の高い施設提供の最良の見本と言われ
る高齢者福祉施設．
　バンクーバー島ロッジ・アッド・ブロードメット
において視察した．
　「人間としての可能性を高め，個人を尊重する」
という看護部の理念に基づきケアがなされている．
個人を尊重し，あまり規則でしばらず，個人の判断
に委ねる部分が多くあった．日本においては，まだ
まだ規則の上に成り立っている傾向があり文化の違
いを感じた．又，ナーシングホームである為に入居
した患者はかかりつけの医師が3ケ月毎に施設に訪
問診察にあたる為，より安心感が得られる．その間
行なわれる治療において看護婦ができる基準が作成
してある．ホームにより近づけた環境で，何よりも
規則であまり縛りつけない自由に深く感銘した．
　3）アメリカ（ロサンゼルスUCLAメディカルセ
　　ンター）においてクリティカルパス活用を知
　　る
　泌尿器科での活用について紹介された．当院にお
いてもクリティカルパスを導入しようとする矢先で
もあり，今回の研修において最も関心が高く興味深
いものであった．
　UCLaメディカルセンターは，西アメリカでは最
高峰とされている病院とのことである．レジスタン
トナースがリーダーとなり入院前からの情報をもと
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にアセスメントを行い，退院後のケアにおいても患
者に不安がない様教育指導まで責任を担っている，
質の高い医療・看護を提供し，コスト削減するには
全職員が取り組む姿勢を持ちよく話しあうことが大
切であること，足元を固め検討する必要性を感じた．
一一閧ﾌ基準から逸脱した時の対処システム化が確立
しており，レジスタントナースの力量が発揮されて
いた．又2日間の在院日数においても患者の満足度
は高いと説明があったが，退院後の在宅ケアも行き
届いている為に不安もないと思われる．すべてにお
いてのデーター収集がされ分析している事であっ
た．
結 語
今回の研修において，国は違っても人間としての
可能性を高め，個人を尊重するという本質は，変り
ないと感じた．病院，施設におけるレジスタントナ
ースは，医師との上下関係もなく，看護面を担う大
きな役割があり，現任教育，看護専門教育等の充実
が望まれる．
　今後は，クリティカルパス活用の際には，学んで
きた実践法を活用し，当院にあった独自のクリティ
カルパス作成に取り組んでいきたい．又各職種の協
力と連携をもち，医療・看護の質を保証し，満足度
が得られるケアをしていきたい．
　最後になりましたが，本研修参加にあたり東京医
科大学及び霞ケ浦病院関係者の皆様に感謝申し上げ
ます．
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